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Pedagogical Importance of Laughter 
～Centering Concept of “Humor Sense”～ 
 
文学研究科教育学専攻博士後期課程在学 

















































































い」「緊張緩和の笑い」の 3 つに分類した。  
 また井上（1984）は、「笑い」の効用について、相手に親しみを持たせる「親和作用」、相手の笑
顔を引き出させる「誘引作用」、笑うことで気持ちをスッキリさせる「浄化作用」、笑うことで自分







































織田（1983）は、物事における二分法の考え方を批判し、数学で用いられる x 座標軸と y 座標軸の
ように、「プラス」「プラスの中のマイナス」「マイナスの中のプラス」「マイナス」の 4 つが最低
でも必要であるとし、このような価値判断の基準を「四分法思考」として提唱した。(18) 






















































































































 3 点目に、精神疾患による休職者の増加である。保坂（2009）によれば、ある市で年間 30 日以上
の病気休暇を取得した小中学校教員の実態を調査したところ、1 年間の休職者数・30 日以上の病気休
























































































































4 領域に分けた「ユーモア・センス」のうち、育成されるべき優先順位として、第 1 に「判断力」、























































－ 212 － 
２．教育現場に見られる心理的余裕の欠如 
教師の余裕のなさは、学校で子どもと接する時の配慮の欠如につながり、それが要因となって、不
適切な発言や授業による不祥事へと発展する。このことを裏付けるように、2010 年 9 月から、各メ
ディアで学校での不祥事が立て続けに明らかとなった。 




また 2010 年 9 月 15 日、愛知県岡崎市の小学校で 3 年生を担任していた 45 歳の男性教師が、算数
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意識改革の 7 点を提案できるだろう。 
 
２．今後の展望①「ユーモア・リテラシー」研究について 
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